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((国国・・地地域域別別のの輸輸出出額額でではは⽶⽶国国向向けけがが最最多多))  
令和6(2024)年の農林⽔産物・⾷品の

国・地域別では、⽶国向けが最も多く、次
いで⾹港、台湾、中国、韓国の順となって
います(図図表表33--11--33)。 

また、輸出品⽬を各国・地域別に⾒ると、
⽶国ではホタテ⾙や⽜⾁、⽇本酒の輸出額
が、第3位となった台湾ではりんごやホタ
テ⾙、⽜⾁の輸出額が前年に⽐べ増加して
います。 
 
 
 

 
 

((ココララムム))  JJAASSのの有有機機酒酒類類追追加加にによよりり、、酒酒類類のの更更ななるる輸輸出出拡拡⼤⼤をを推推進進  
 
近年、⽶国・EU等の海外市場においては、有機⾷品の⼈気が⾼く、野菜、果実等の⽣鮮⾷品に加え

て、加⼯⾷品でも有機製品が⾼値で販売されるなど、その市場が拡⼤しています。このような背景を
踏まえ、令和4(2022)年10⽉に改正JAS法*1が施⾏され、有機加⼯⾷品のJASの対象に有機酒類が追加
されました。令和7(2025)年2⽉時点で、国内では約60件の事業者が有機酒類の有機JAS認証を取得し
ており、今後も認証取得に取り組む事業者が増えていくことが予想されます。 

多くの国・地域では、「有機」の名称表⽰を規制しており、有機農
産物等を輸出する場合、我が国の農業者は、その国・地域の有機認証
を受けなければ「有機」と表⽰できません。⼀⽅、我が国の有機の認
証体制等について「同等性」が認められると、我が国で有機JAS認証
を取得することで、輸出先国の有機認証を別途取得せずに有機表⽰を
付して輸出することが可能となります。農産物及び農産物加⼯品につ
いては、これまで⽶国、カナダ、EU等と有機同等性の相互承認を⾏
っており、有機酒類についても令和5(2023)年8⽉にカナダ、令和
6(2024)年1⽉に台湾と相互承認を⾏い、有機表⽰を付した酒類を輸
出できるようになりました。 

我が国のアルコール飲料の輸出額は、令和3(2021)年に⼤きく伸び、
初めて1千億円を超えるなど⾶躍的に拡⼤する⼀⽅、直近3年間は横ば
い状態が続いており、海外市場に訴求⼒のある有機酒類による更なる
輸出の拡⼤が期待されています。農林⽔産省では、財務省と連携しな
がら、海外の主要市場国・地域との間で有機酒類の同等性の相互承認
に取り組み、有機酒類を含む酒類の輸出拡⼤を図ることとしていま
す。また、我が国の「伝統的酒造り」について、令和6(2024)年12⽉
にユネスコ*2無形⽂化遺産に登録されたことも今後の追い⾵になって
いくことが期待されます。 

 
＊1 正式名称は「農林⽔産物及び⾷品の輸出に関する法律等の⼀部を改正する法律」 
＊2 United Nations Educational, Scientific and Cultural Organizationの略で、国際連合教育科学⽂化機関のこと 

有有機機酒酒類類がが追追加加さされれたたここととをを  
周周知知すするるチチララシシ  

  

図表3-1-3 国・地域別の農林⽔産物・⾷品の 
輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：1) 令和6(2024)年実績値 

2) 少額貨物を含まない数値 
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第第11節節  農農産産物物輸輸出出のの概概況況  

 
 
輸出の促進については、国内の農業⽣産基盤や⾷品産業の事業基盤等の⾷料供給能⼒を

確保するために不可⽋なものです。そのため、新たな基本計画では、「海外から稼ぐ⼒」の
強化として輸出の拡⼤を位置付けるとともに、令和12(2030)年を⽬標年とする農林⽔産
物・⾷品の輸出額の⽬標を設定しました。 

本節では、我が国の輸出額の動向、主な輸出重点品⽬の取組状況について紹介します。 
 

((11))  農農林林⽔⽔産産物物・・⾷⾷品品のの輸輸出出額額  
((農農林林⽔⽔産産物物・・⾷⾷品品のの輸輸出出額額がが11兆兆55,,007711億億円円にに拡拡⼤⼤しし、、初初のの11..55兆兆円円超超ええ))  

令和6(2024)年の農林⽔産物・⾷品の輸
出額は、前年に⽐べ3.6%増加し、初の1.5
兆円超えとなる1兆5,071億円となりました
(図図表表33--11--11)。中国等による⽇本⽔産物の輸
⼊規制が継続しているため、中国等向け輸
出が前年に引き続き減少したものの、⽇本
⾷レストランの増加やインバウンドによる
⽇本⾷⼈気の⾼まり等を背景とした、外⾷
需要が好調だったほか、事業者の販路拡⼤
の取組等の進展により、その他の国・地域
向けの輸出が⼤きく増加したことが背景と
して挙げられます。 

 
 

 
((品品⽬⽬別別のの輸輸出出額額でではは加加⼯⼯⾷⾷品品がが最最多多))  

令和6(2024)年の農林⽔産物・⾷品の品
⽬別の輸出額では、加⼯⾷品が最多で5,340
億円となりました(図図表表33--11--22)。 

加⼯⾷品の品⽬別の輸出額では、主に、
ソース混合調味料や清涼飲料⽔、菓⼦で⼤
きく増加しました。 
 

図表3-1-1 農林⽔産物・⾷品の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
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図表3-1-2 品⽬別の農林⽔産物・⾷品の輸出額 
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((⽜⽜乳乳乳乳製製品品のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ減減少少))  
⽜乳乳製品の輸出額は、令和4(2022)年ま

で増加してきており、令和4(2022)年以降は
300億円以上で推移しています。直近ではア
ジア向けの脱脂粉乳の輸出が減少しており、
令和6(2024)年は、前年に⽐べ0.8%減少し305
億円となりました(図図表表33--11--66)。 

農林⽔産省では、更なる⽜乳乳製品全般の
輸出拡⼤に向けて、オールジャパンでのプロ
モーション、市場等の調査・分析を⾏うとと
もに、指定団体、産地の地⽅公共団体、乳業
者等が⼀体となった更なる取組や新たな商流
の構築を図ることとしています。 

このような取組を通じて、今後、⽜乳乳製
品の中でも、国産⽣乳の使⽤割合の⾼い、ロ
ングライフ⽜乳やチルド⽜乳について、アジアを中⼼に輸出を推進していくこととしてい
ます。 

 
((緑緑茶茶のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

緑茶の輸出額は、健康志向や⽇本⾷への関⼼の⾼まり等を背景に、抹茶を含む粉末茶の
需要が拡⼤し、近年増加傾向で推移しています。令和6(2024)年は、前年に⽐べ24.6%増加
し364億円となり、農林⽔産物・⾷品の輸出拡⼤実⾏戦略(以下「実⾏戦略」という。)で設

((11))  和和⽜⽜のの輸輸出出拡拡⼤⼤ににはは調調理理⽅⽅法法ややカカッットト技技術術のの普普及及がが課課題題  
近年、我が国の⽜⾁輸出が増加しています。今後更に輸出を増やすためには、

欧⽶で特に⼈気のあるステーキに適したロインに加え、他の部位もバランス良く
輸出していくことが必要です。また、国内の加⼯場で和⽜等の良さを引き出すス
ライスやカットをして輸出していますが、輸出先国・地域でカットできる⼈材を
育成し、現地のニーズに合った調理⽅法により市場を拡⼤することも課題です。 

このような状況を踏まえ、群⾺県⽟村町
たまむらまち

の公益社団法⼈全国
ぜんこく

⾷ ⾁
しょくにく

学校
がっこう

では、
海外における和⾷⽂化と⽇本式⾷⾁処理・加⼯技術の普及に取り組んでいます。 

 

((22))  海海外外シシェェフフ等等をを対対象象ととししたたセセミミナナーーのの開開催催にによよりり、、多多様様なな部部位位のの需需要要拡拡⼤⼤をを推推進進  
同法⼈が⾷⾁処理・加⼯技術の普及のために⾏っている取組の⼀つ

が、海外のシェフや卸売・精⾁加⼯従事者等を対象とするセミナーです。
令和6(2024)年度に国内で⾏ったセミナーでは、24か国・地域252⼈に対
し、和⽜の特性等の説明や講師によるカット技術の実演を⾏いました。
また、参加国・地域に応じてメニューを変えた和⽜の調理実演も併せて
⾏い、現地での新メニュー開発のきっかけづくりにつながっています。
このほかにも、海外の⾷⾁学校への講師派遣等も⾏っており、これらの
取組を通じて和⽜の多様な部位の需要拡⼤に貢献しています。 セセミミナナーーででののカカッットト  

技技術術のの実実演演のの様様⼦⼦  
資料：公益社団法⼈全国⾷⾁学校 
 

((事事例例))  和和⽜⽜のの更更ななるる輸輸出出拡拡⼤⼤にに向向けけたた⾷⾷⾁⾁処処理理・・加加⼯⼯技技術術をを普普及及((群群⾺⾺県県))  

図表3-1-6 ⽜乳乳製品の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
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((22))  主主なな輸輸出出重重点点品品⽬⽬のの取取組組状状況況  
((ココメメ・・ココメメ加加⼯⼯品品のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

商業⽤のコメの輸出額は、⽇本⾷レストラ
ンやおにぎり店等の需要開拓により、近年増
加傾向にあります。令和6(2024)年は、前年
に⽐べ27.8%増加し120億3千万円となりまし
た(図図表表33--11--44)。また、パックご飯や⽶粉・⽶
粉製品を含めた輸出額は、前年に⽐べ29.4%
増加し135億7千万円となりました。 

主⾷⽤⽶の国内需要が減少する中で、輸出
拡⼤によって新たな需要を⽣み出していくこ
とは、⾷料⾃給⼒の強化を図る上でも重要で
す。農林⽔産省では、農地の集積・集約化に
よる分散錯圃

さ く ほ
の解消や農地の⼤区画化、スマ

ート技術の活⽤や品種改良、多収量品種の作
付け拡⼤等により低コストで⽣産できる輸出
産地を育成していくとともに、⽇本⾷のプロモーションや商流構築、国内外⼀貫してつな
ぐサプライチェーンのモデル構築、⽇系外⾷企業の海外進出、インバウンドと輸出の好循
環の形成等の海外における需要拡⼤を進めていくこととしています。 

 
((⽜⽜⾁⾁のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

⽜⾁の輸出額は、我が国が誇る和⽜⾁の品
質の⾼さやおいしさが世界中で認められてい
ることを背景として、近年増加傾向で推移し
ています。令和6(2024)年は、⽶国、台湾に
おけるレストラン等への販路拡⼤により、前
年に⽐べ12.1%増加し648億円となりました
(図図表表33--11--55)。 

農林⽔産省では、畜産農家、⾷⾁処理施設、
輸出事業者等が連携して産地主導で取り組む
新たな商流構築等を⽀援するとともに、輸出
認定⾷⾁処理施設の増加に向けた施設整備を
⽀援しています。 
  

図表3-1-5 ⽜⾁の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：令和4(2022)年以降は、加⼯品を含む。 
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図表3-1-4 商業⽤のコメの輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：政府による⾷糧援助分を除く。 
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((⽜⽜乳乳乳乳製製品品のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ減減少少))  
⽜乳乳製品の輸出額は、令和4(2022)年ま

で増加してきており、令和4(2022)年以降は
300億円以上で推移しています。直近ではア
ジア向けの脱脂粉乳の輸出が減少しており、
令和6(2024)年は、前年に⽐べ0.8%減少し305
億円となりました(図図表表33--11--66)。 

農林⽔産省では、更なる⽜乳乳製品全般の
輸出拡⼤に向けて、オールジャパンでのプロ
モーション、市場等の調査・分析を⾏うとと
もに、指定団体、産地の地⽅公共団体、乳業
者等が⼀体となった更なる取組や新たな商流
の構築を図ることとしています。 

このような取組を通じて、今後、⽜乳乳製
品の中でも、国産⽣乳の使⽤割合の⾼い、ロ
ングライフ⽜乳やチルド⽜乳について、アジアを中⼼に輸出を推進していくこととしてい
ます。 

 
((緑緑茶茶のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

緑茶の輸出額は、健康志向や⽇本⾷への関⼼の⾼まり等を背景に、抹茶を含む粉末茶の
需要が拡⼤し、近年増加傾向で推移しています。令和6(2024)年は、前年に⽐べ24.6%増加
し364億円となり、農林⽔産物・⾷品の輸出拡⼤実⾏戦略(以下「実⾏戦略」という。)で設

((11))  和和⽜⽜のの輸輸出出拡拡⼤⼤ににはは調調理理⽅⽅法法ややカカッットト技技術術のの普普及及がが課課題題  
近年、我が国の⽜⾁輸出が増加しています。今後更に輸出を増やすためには、

欧⽶で特に⼈気のあるステーキに適したロインに加え、他の部位もバランス良く
輸出していくことが必要です。また、国内の加⼯場で和⽜等の良さを引き出すス
ライスやカットをして輸出していますが、輸出先国・地域でカットできる⼈材を
育成し、現地のニーズに合った調理⽅法により市場を拡⼤することも課題です。 

このような状況を踏まえ、群⾺県⽟村町
たまむらまち

の公益社団法⼈全国
ぜんこく

⾷ ⾁
しょくにく

学校
がっこう

では、
海外における和⾷⽂化と⽇本式⾷⾁処理・加⼯技術の普及に取り組んでいます。 

 

((22))  海海外外シシェェフフ等等をを対対象象ととししたたセセミミナナーーのの開開催催にによよりり、、多多様様なな部部位位のの需需要要拡拡⼤⼤をを推推進進  
同法⼈が⾷⾁処理・加⼯技術の普及のために⾏っている取組の⼀つ

が、海外のシェフや卸売・精⾁加⼯従事者等を対象とするセミナーです。
令和6(2024)年度に国内で⾏ったセミナーでは、24か国・地域252⼈に対
し、和⽜の特性等の説明や講師によるカット技術の実演を⾏いました。
また、参加国・地域に応じてメニューを変えた和⽜の調理実演も併せて
⾏い、現地での新メニュー開発のきっかけづくりにつながっています。
このほかにも、海外の⾷⾁学校への講師派遣等も⾏っており、これらの
取組を通じて和⽜の多様な部位の需要拡⼤に貢献しています。 セセミミナナーーででののカカッットト  

技技術術のの実実演演のの様様⼦⼦  
資料：公益社団法⼈全国⾷⾁学校 
 

((事事例例))  和和⽜⽜のの更更ななるる輸輸出出拡拡⼤⼤にに向向けけたた⾷⾷⾁⾁処処理理・・加加⼯⼯技技術術をを普普及及((群群⾺⾺県県))  

図表3-1-6 ⽜乳乳製品の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
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((22))  主主なな輸輸出出重重点点品品⽬⽬のの取取組組状状況況  
((ココメメ・・ココメメ加加⼯⼯品品のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

商業⽤のコメの輸出額は、⽇本⾷レストラ
ンやおにぎり店等の需要開拓により、近年増
加傾向にあります。令和6(2024)年は、前年
に⽐べ27.8%増加し120億3千万円となりまし
た(図図表表33--11--44)。また、パックご飯や⽶粉・⽶
粉製品を含めた輸出額は、前年に⽐べ29.4%
増加し135億7千万円となりました。 

主⾷⽤⽶の国内需要が減少する中で、輸出
拡⼤によって新たな需要を⽣み出していくこ
とは、⾷料⾃給⼒の強化を図る上でも重要で
す。農林⽔産省では、農地の集積・集約化に
よる分散錯圃

さ く ほ
の解消や農地の⼤区画化、スマ

ート技術の活⽤や品種改良、多収量品種の作
付け拡⼤等により低コストで⽣産できる輸出
産地を育成していくとともに、⽇本⾷のプロモーションや商流構築、国内外⼀貫してつな
ぐサプライチェーンのモデル構築、⽇系外⾷企業の海外進出、インバウンドと輸出の好循
環の形成等の海外における需要拡⼤を進めていくこととしています。 

 
((⽜⽜⾁⾁のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

⽜⾁の輸出額は、我が国が誇る和⽜⾁の品
質の⾼さやおいしさが世界中で認められてい
ることを背景として、近年増加傾向で推移し
ています。令和6(2024)年は、⽶国、台湾に
おけるレストラン等への販路拡⼤により、前
年に⽐べ12.1%増加し648億円となりました
(図図表表33--11--55)。 

農林⽔産省では、畜産農家、⾷⾁処理施設、
輸出事業者等が連携して産地主導で取り組む
新たな商流構築等を⽀援するとともに、輸出
認定⾷⾁処理施設の増加に向けた施設整備を
⽀援しています。 
  

図表3-1-5 ⽜⾁の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：令和4(2022)年以降は、加⼯品を含む。 
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図表3-1-4 商業⽤のコメの輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：政府による⾷糧援助分を除く。 
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第第22節節  輸輸出出拡拡⼤⼤等等にによよるる「「海海外外かからら稼稼ぐぐ⼒⼒」」のの強強化化  

 
 
⼈⼝減少や⾼齢化により農林⽔産物・⾷品の国内消費の減少が⾒込まれる中、農業の⽣

産基盤を維持していくには、これまでの国内市場のみに依存する農林⽔産業・⾷品産業の
構造から、成⻑する海外市場で稼ぐ⽅向に転換することが不可⽋です。そのため、政府は
令和2(2020)年11⽉に実⾏戦略を策定し、その後も改訂を⾏い、取組を進めてきました。 

本節では、実⾏戦略に基づく施策や取組のほか、輸出拡⼤とともに、⾷品産業の海外展
開やインバウンドによる⾷関連消費の拡⼤を図ることによる「海外から稼ぐ⼒」の強化に
向けた取組を紹介します。 

 
((11))  実実⾏⾏戦戦略略のの基基本本的的なな考考ええ⽅⽅  
((ママーーケケッットトイインンのの発発想想でで輸輸出出拡拡⼤⼤をを推推進進))  

我が国の農林⽔産物・⾷品の輸出拡⼤については、海外市場が要求する量や価格、品質、
規格等のスペックで継続的に提供することが必要であること、輸出先国・地域の衛⽣検疫
規制や規格基準に合わない産品は輸出ができないなどの課題があります。 

また、令和元(2019)年の我が国の農林⽔産物・⾷品の輸出割合は2%となっており、他
国と⽐較しても低い⽔準です(図図表表33--22--11)。⼀⽅、我が国の農林⽔産物・⾷品には潜在的な
ニーズがあり、輸出割合増加のポテンシャルは⽐較的⾼いことから、輸出拡⼤に向けた取
組が重要となっています。 

このような中、我が国の農林⽔産物・
⾷品の輸出を拡⼤させるためには、⽣産
から現地販売までのバリューチェーン全
体を、「プロダクトアウト」から「マーケ
ットイン」に転換する必要があります。 

実⾏戦略では、我が国の強みを最⼤限
に発揮すること、マーケットインの発想
で輸出にチャレンジする農林⽔産事業者
を後押しすること、省庁の垣根を超え政
府⼀体として輸出の障害を克服すること
を基本的な考え⽅としています。 

 
((22))  我我がが国国のの強強みみをを最最⼤⼤限限にに発発揮揮すするるたためめのの取取組組  
((輸輸出出重重点点品品⽬⽬とと輸輸出出⽬⽬標標をを設設定定))  

今後の輸出拡⼤に向け、海外で評価される我が国の強みがある品⽬を中⼼に輸出を加速
させ、その波及効果として、全体の輸出を伸ばすことが重要です。そのため、海外で評価
される我が国の強みがあり、輸出拡⼤の余地が⼤きく、関係者が⼀体となった輸出促進活
動が効果的な品⽬として、29品⽬を輸出重点品⽬に選定しています(図図表表33--22--22)。 

また、輸出重点品⽬以外についても、輸出⽬標とその実⾏のための課題と対策を明確化
する産地・事業者には引き続き適切な⽀援を⾏っていくこととしています。 

図表3-2-1 世界の農林⽔産物・⾷品の輸出割合 
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資料：FAOSTAT、UNIDO、ISIC Revision３のデータを基に農林⽔産省作成 
注：1) 令和元(2019)年の数値 

2) 輸出割合は、⽣産額(農産物・⾷品製造業(含⽔産業)・⽊材産業)を
輸出額(農産物・⾷品製造業(含⽔産業)・⽊材産業)で除した数値 

 

定した、令和7(2025)年の茶の輸出額⽬標312億
円を達成しました(図図表表33--11--77)。 

また、有機栽培茶は海外でのニーズも⾼く、
有機同等性の仕組みを利⽤した輸出量は増加傾
向にあります。令和5(2023)年は前年に⽐べ
18.1%増加し過去最⾼の1,585tとなりました。
特にEUや⽶国が⼤きな割合を占めています。 

農林⽔産省では、輸出拡⼤に向けた環境整備
のため、相⼿国・地域の残留農薬基準をクリア
する防除体系の確⽴に向けて、主要産地での現
地実証を通じた防除体系の確⽴等を推進してい
ます。 

 
 
 

((果果実実のの輸輸出出額額はは前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  
果実の輸出額は、我が国の⾼品質な果実が諸

外国・地域で評価され、りんご、ぶどうを中⼼
に 近 年 増 加 傾 向 で 推 移 し て い ま す 。 令 和
6(2024)年は、夏季の⾼温の影響等により収量
が減少した品⽬が多かったものの⾷味に対する
継続的な引合いがあるなど、特にりんごの輸出
が堅調だったこと等から、前年に⽐べ14.8%増
加し333億円となりました(図図表表33--11--88)。 

農林⽔産省では、りんご等の果樹について、
防除暦の⾒直し等の規制やニーズに対応する産
地育成の推進とともに、プロモーション等によ
る更なる海外需要開拓を図っていくこととして
います。 
 
 
 
((ホホタタテテ⾙⾙のの輸輸出出額額はは、、輸輸出出先先のの転転換換・・多多⾓⾓化化のの推推進進にによよりり、、前前年年にに⽐⽐べべ増増加加))  

ホタテ⾙等については、中国等による輸⼊規制の影響を受ける中、輸出先の転換・多⾓
化が進んだことにより、⽶国、タイ、ベトナム等の中国以外の国・地域に対する輸出が⼤
きく増加し、令和6(2024)年のホタテ⾙(⽣鮮等)の輸出額は、前年に⽐べ0.9%増加の695
億円となりました。 

農林⽔産省では、JETRO、⽇本⾷品海外
にほんしょくひんかいがい

プロモーションセンター(以下「JFOODO
ジ ェ イ フ ー ド ー

」と
いう。)、認定農林⽔産物・⾷品輸出促進団体(以下「認定品⽬団体」という。)が連携して
⾏う、海外バイヤーの国内産地への招 聘

しょうへい
、ホタテ⾙の加⼯業者等の海外派遣、⾮⽇系の

スーパー・レストランや地⽅都市等でのプロモーションや商流構築等を通じた、輸出先の
転換・多⾓化を⽀援しています。 

図表3-1-8 果実の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：1) 「その他」は、なし、かき等を含む。 

2) 令和4(2022)年以降は⼲し柿を含む。 
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図表3-1-7 緑茶の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
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